オムツの科学（高吸水性ポリマー）・実践結果と所感など
北海道苫小牧西高等学校　　伊藤　崇由　

　吸水性に優れた物質である高吸水性ポリマー。その技術は、紙おむつや携帯用トイレなど身近な商品の開発で培われ、21世紀に入ると砂漠地帯での植物栽培など、食料問題解決への切り札としても利用され始めています。
　吸水性ポリマーは、現行の理科総合Ａでも取り上げられていますが、新教育指導要領下でも身近で役立つ物質としてさらに大きく取り上げられていくはずです。

　実験の核心は、水を吸い込ませるだけの単純な実験です。でも、生徒にとっては非常に新鮮で、インパクトの大きい実験のようです（詳細後述）。以下、前任の標津高校での実践成果を振り返りながら、実験のポイント等を交えて簡単に紹介させていただきます。

準備　

○高吸水性ポリマー～紙おむつから取り出します。今回は紙おむつにマミーポコ（ユニチャーム）・Lサイズを使用（当時子供が使用していたものを一部拝借しただけで、これでないとうまくいかないわけではありません。）。

教材屋できれいなポリマーが売られていますが、それではインパクトが薄いと私は思います。利用商品が単価の安い（１枚20-30円程度です）ものということもあり、多少の綿埃は覚悟の上、直接取り出させるとよいと思います。

1つの紙おむつから３～5ｇほど取り出せると思います。よって１班にオムツを縦に切ったもの半分を渡せば十分利用できる分を取り出せます。綿埃がひどいので、ビニール袋を渡し、袋の中で裏返して綿の面を出した上で、よく揉んでポリマーを取り出すよう指示します。

揉んだ後、袋の角を切って粒状物質をざる＋ボウル（ざる＋ボウルは小型のものが100円ショップでセットで100円で手に入ります。標津では人工イクラ作りにも使いました。）に取り出します。綿は軽く振って粒を落としながら取り除きます。ボウルに集まった粒状物質を軽く指でこねるとまた綿が出来るので、いったんシャーレなどにあけてもう１度ざるでこしてあげると綿を取り除けます。多少残りますがわずかですので実験には支障ありません。またこの作業の際、綿が制服につくことがあるのでブレザーは脱いでおいたほうが賢明です。

実験ではポリマーを１班で１ｇしか使わないので、全部の班の余りをかき集めると結構な量のポリマーが余ります。別途保存しておくと演示実験等に利用できます。

○300mLビーカー～1gのポリマーで250～300mL程度吸水するので、300mLまたは500mLのビーカーで実験を行います。

○メスシリンダー～正しく水が計れればいいので、メートルグラスなどでも可能。メスシリンダーは倒れると割れるので、破損防止キャップ（上部につけるプラスチックの輪）か、プラスチック製メスシリンダーを購入することが望ましい、ですけどねぇ…。

　　

実験時の注意
○水の吸い込み～少々時間がかかるので、100mLはまず入れるよう指示する。その後は水を入れた後なくなるかどうか少し時間をおきながら観察するように言う。

　　どこで水が吸わなくなるのか、その見極めが非常に難しいです。私は生徒に、横向きにして水が染み出てくるようになったら終わりと指導しています。

○ポリマーの後処理～食塩を入れたほうは、上澄みを捨て、粉部分に少し真水を入れて膨らませてビニールに入れ燃やすゴミに入れています（オムツと同じ感覚で処理しています）。酸を入れたほうは中和・希釈し処理しています。

○解説～ワークシートの考察で十分かな、と私は考えています。

　　　　なお、図はどこかのホームページから頂いたのですが出所を失念しました。二次利用の際は十分注意の程お願いします。

生徒の様子　

身近な製品を切り刻むというワクワク、水をどんどん吸い込む驚き、それが食塩を入れると水を吸わなくなる…。準備も簡単で単純な実験の割に、生徒の人気は非常に高い実験です。2009年度末に理科総合Ａ１年間の実験を振り返って感想を書いてもらったのですが、人気第２位グループに入る実験でした（人気No.1はペットボトルロケット、他の２位グループは電気パンと医薬品合成でした）。

課題

　やはり、終点の見極めです。

　この実験、他にも実践されている先生が多いと思いますので、よい方法があればぜひお教え下さい。

参考　愛知県総合教育センターHP「吸水性ポリマーを調べてみよう」

